サテライトにおける地域住民への情報発信― 2011 年東日本大震災からの復興支援活動 ― by 佐々木 良子 et al.
サテライトにおける地域住民への情報発信― 2011 
年東日本大震災からの復興支援活動 ―
著者 佐々木 良子, 熊谷 浩二






Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja




― 2011 年東日本大震災からの復興支援活動 ― 
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The Results and the Issue of Information Transmission 
at Satellite Information Booth 
― Reconstruction Support for the Great East Japan Earthquake ― 
Yoshiko SASAKI† and Koji KUMAGAI†† 
 
ABSTRACT 
   Hachinohe Institute of Technology established H.I.T. Satellite Information Booth in the central 
area of Hachinohe City to promote the reconstruction support for the disaster area in March, 
2012. This report about contrivance of dissemination of information and regional cooperation 
activities at H.I.T. Satellite Information Booth is a record to continue and improve the exchange 
or cooperation with a region. We have been offering information about disaster prevention and 
the local revival, the number of visitors is 9,363 as of the end of December, 2015. 
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1. はじめに 
? 八戸工業大学は，2011 年東日本大震災からの















? サテライト利用者は 2011 年度 25 名，2012 年度 
2,516 名，2013 年度 2,297 名，2014 年度 2,717 名，
2015 年度 ( 12 月末現在 ) 1,808 名で，合計 9,363 名
である。多くの地域住民の方にご来場いただい
  平成  28 年 1 月 8 日 受付 
 † 防災技術社会システム研究センターサテライト 
スタッフ 
 †† 社会連携学術推進室長 
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た。なお，本学の教職員約 150 名の来場はこの中
の 10% 程度を見込んでいたが，約 8% であった。 




























? ・ 非常時持ち出し袋? 他 
? (2)配付資料?
? ・HIT 復興支援講座案内 
? ・東日本大震災に関する東北支部学術合同調






? ・ドクターカ  ーV3 ペーパークラフト型紙  
 
図?2.1   サテライト来場者の年代別割合 
 
 
図?2.2   HIT 復興支援講座年代別参加者の割合 
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? ・学校案内 

















図?2.3   目的別来場者数 
 
図?3   放射能関連サービス利用状況 
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っていること，2015 年度は震災 4 年目を迎え，
この分野が落ち着いてきたことを示していると
考えている。 
4. HIT 復興支援講座 
? サテライトでは週末に本学教職員による市民
向けの無料講演会を開催している。 
? 第 1 回開催は 2012 年 4 月で，2016 年 2 月 13 日
までの 4 年間に 163 講座を開催している。復興に
関わる知識の発信が十分行われたと考えている。















図?4.2   HIT 復興支援講座内容の推移 
 
図?4.1   HIT 復興支援講座の様子（「おのおのが主役になる
“防災とリスクマネジメント”」2015 年 11 月 28 日） 
?
図?4.3   市民の求める創造的復興の推移 
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6 月 6 日  











9 月 5 日  
9 月 6 日  
9 月12日
9 月13日
10月 3 日  






































































図?5.1   出張サテライト「青少年のための科学の祭典 2014 
八戸大会」の様子（ 2014 年 8 月 9 日） 
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表?5  出張サテライト実施概要 
①平成 ??年度災害用伝言ダイヤルキャンペーン? ⑤はちのへホコテン?





会場 八戸市 三春屋前 会場 十三日町～三日町 
担当ブース ― 担当ブース いつもの場所で，命をまもる 
来場者数 40 名 来場者数 200 名超 
②青少年のための科学の祭典 ?????八戸大会? ⑥平成 ??年度災害用伝言ダイヤルキャンペーン?







会場 八戸市民センタ  ー 会場 八戸市 三春屋前 
担当ブース 自分の身を守るには 担当ブース - 
来場者数 9 日 128 名，10 日  98 名 来場者数 50 名 
③吹上公民館出張サテライト? ⑦第 ?回市民と一緒に考える国際防災フォーラム?
開催日 平成 26 年 8 月 26 日 開催日 平成 27 年 8 月 30 日 
主催者 サテライト 主催者 
八戸工業大学防災技術社会システム研
究センタ  ー
会場 八戸市吹上公民館 会場 八戸市 公民館ホール 
テーマ 八戸に襲来が想定される津波について 担当ブース ― 
参加者数 13 名（吹上地区町内会員） 来場者数 180 名 
④雪氷楽会????八戸～雪氷から防災を考える～? ⑧はちのへホコテン?
開催日 平成 26 年  9 月 23 日 開催日 平成 27 年 10 月 25 日 
主催者 公益社団法人? 日本雪氷学会 主催者 はちのへホコテン実行委員会 









図?5.2   出張サテライト「はちのへホコテン」の様子
（ 2015 年 10 月 25 日） 
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コーナー（図 7 ）（継続中） 
? (3) 新聞?
? ・デーリー東北今日のメモ欄（継続中） 
? ・デーリー東北お買いもの情報 VIANOVA 欄 
? (4) インターネット?
? ・メールマガジン（継続中，発行先 190 件） 
? ・アメーバブログ（継続中，記事数 306 件） 
? ・太平洋沿岸エリア情報サイト「東北物語」
（継続中） 
? ・八戸地域情報チャンネル「はちのへ jp 」
（継続中） 







? 8.1災害ボランティアコーディネータ  ー
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図?6   防災ウォーキングマップ 
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図?7   八戸テレビ「 HIT ハイパーニュース」（平成 27 年 12
月放送回） 
 
図?8   本学学生が参加した青森県防災士会主催の「イメージ 
TEN 」の様子（平成 27 年 1 月 15 日） 
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要? 旨 
2012 年 3 月，創造的復興のための技術開発・支援と地域連携に取り組む八戸工業大学は，地
域連携推進のため，八戸市中心市街地に八戸工業大学防災技術社会システム研究センターサテ
ライトを設立した。本報では，今後も地域と大学との連携を継続していくための記録として，
サテライトでの情報発信の工夫および地域連携活動を報告する。2015 年 12 月末現在のサテライ
ト来場者数は 9,363 名で，多くの方に防災，地域復興についての情報を提供している。 
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